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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、高脂血症治療に用いられるロスバスタチンおよび漢方生薬・丹参ついて、併
用時の薬物相互作用を明らかにすることを目的として、健常ボランティアを用いた臨床研
究およびラットを用いた薬物動態解析実験系により、ロスバスタチン吸収過程を解析、検
討したものである。その結果、ロスバスタチン血中濃度は丹参併用により有意に低下する
ことがヒトおよびラット双方で認められた。ラット小腸および肝臓における薬剤トランス
ポーター OATP、BCRPの遺伝子発現解析により、丹参が小腸においてロスバスタチン排泄に
関与するBCRP発現のみを上昇させることを見出し、ロスバスタチン血中濃度低下の原因と
なり得ることが示唆された。 
 本論文の内容は、高脂血症治療に頻用されるスタチン系薬剤の新たな薬物相互作用を報
告したものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
